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書籍の概要 

グローバル化の進展は、国家・地域間において相互理

解を深める機会を提供する一方、相互の摩擦や衝突を生

み出す原因ともなっている。日韓間においても、双方向

の関係が深まる一方で、それぞれの社会が内包する価値

観の差異にも起因する壁が顕在化した面がある。こうし

た現実を乗り越えるためには、過去および現在の多様な

現場で、不協和音が存在すればこそ、交流と共生への努

力を不断に続けてきた人々の姿に注目する必要がある。 

本書は以上の問題意識のもと、第 1 部では地域の論理

がときに国家の論理を凌駕した中世の日韓境界海域の世

界、第 2 部では韓国語の海外普及活動、九州大学が取り

組んだ国際協働学習プラグラムなど現代の教育・文化交

流に注目し、第 3 部では言語表現をめぐる問題をテーマ

とし、「相互理解」と「越境」をキーワードに、文芸活

動からヘイトスピーチまで、多様な話題をとりあげてい

る。 

著者から一言 

 九州大学韓国研究センター叢書の第 5 巻である本

書は、韓国国際交流財団の助成をうけて推進された

同センターの学際プロジェクト〈東アジアにおける

人の移動：日韓の交流と共生、および多様性の追

求〉の成果です。同じ叢書の第 4 巻『日韓における

外国人労働者の受け入れ：制度改革と農業分野の対

応』の姉妹編であり、双方あわせて、経済学、歴史

学、教育学、文学、言語学の研究者から、作家、映

画人、法曹人にいたるまで、文字通り多様な人々が

「交流」、「共生」するなかから生まれました。 

 韓国研究センターでは、現在、グローバル時代に

おける韓国を見据えた、新たな学際プロジェクトを

構想中です。    （人文科学研究院 森平雅彦） 
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